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第 2312 回例会
1 月 10 日（火）　点鐘 18：00
新年夜間例会

※ 1 月 2 日、9 日は祝日休会

国 際 ロ ー タ リ ー 会 長

第 ２ ７ ７ ０ 地 区 ガ バ ナ ー

第 12 グループガバナー補佐

第 21 号

前回迄累計 ６１６件 １，０８３，０００円

本日の合計 ３０件 ４４，０００円

合　　　計 ６４６件 １，１２７，０００円

月日
会員
総数

計算に
用いた
会員数

出席
者数

MU
出席免
除者の
出席数

欠席
者数

出席率

12/5 52 41 30 2 5 9 80.4％

12/12 52 41 28 1 5 12 74.0％

12/19 52 41 27 1 4 13 71.1％

●蕨RC		 東晶大飯店蕨店	 	 　　火 12:30
●川口西RC　	 大和証券川口支店 4階	 　　火 12:30
●戸田西RC　	 巣鴨信用金庫戸田支店	 　　木 12:30
●川口北RC　	 東京信用金庫蕨支店 2階　　　水 12:30
●川口北東RC	 川口市立グリーンセンターレストラン赤柴	　　火 12:30
●川口中央RC	 川口そごう 10階ダリアルーム	　　月 19:00
●川口むさし野RC	 川口市立グリーンセンターシャトー赤柴	　　水 12:30
●戸田イブニングRC	 戸田市文化会館 3階	 　　木 19:00

出席報告

ニコニコボックス

城戸重子	 台湾訪問無事終了いたしました。参加者	
	 が 11 名だったので、１人当たりの酒量	
	 の負担が多かったようで、お疲れ様でし	
	 た。八木橋幾太郎様、元気になられて良	
	 かったですね。
榎本浩子	 板橋 RC 訪問では城戸会長、赤塚国際奉	
	 仕委員長、そして参加の皆様、大変お世	
	 話になりました。大歓迎は有難くも、少	
	 し疲れましたネ。来週はクリスマス家族	
	 例会です。皆様楽しみましょう。親睦委	
	 員会の皆様、宜しくお願い致します。
八木橋幾太郎	 板橋クラブ訪問の皆さんご苦労様でした。	
	 先日は私、大変ご迷惑をおかけし、また	
	 ご心配を頂き有難うございました。元気	
	 になりましたが、今年の皆勤を無くしま	
	 した。
赤塚光朗	 台湾訪問、皆さんのお陰で目的達成でき	
	 ました。花岡さんパスポート忘れたけれ	
	 ど、無事に済んで良かったですね。
金子洋太郎	 磯島会員、スピーチ宜しくお願い致しま	
	 す。台湾訪問お世話になりました。また、	
	 八木橋幾太郎会員、お元気になられ、な	
	 によりです。
宮川宏昭	 台湾板橋 RC 訪問の皆さん、ご苦労様で	
	 した。幾太郎さん、元気になって良かっ	
	 たですね。磯島会員、卓話宜しくお願い	
	 致します。
花岡十九五郎	 台湾板橋 RC 訪問に参加された皆様、お	
	 疲れ様でした。私自身色々なハプニング	
	 がありまして、大変ご迷惑をかけまして	
	 申し訳ありませんでした・・・。本日、	
	 都合により早退させていただきます。
金子篤徳	 板橋 RC 訪問、お疲れ様でした。いつも	
	 通り熱烈歓迎、酒とご馳走ぜめでした。	
	 震災のお礼と訪問の主旨を伝えることが	
	 出来、和やかな交流が出来ました。幾太	

	 郎さん、例会復帰、おめでとうございます。
都丸勇夫	 お世話になりました。結婚記念日祝いも	
	 らいました。有難うございました。来る	
	 年が良い年になることを期待します。よ	
	 ろしく。
熊木幸雄	 磯島先生、卓話よろしく。結婚記念日祝い、	
	 有難うございます。
大崎　昇	 磯島会員、スピーチ宜しくお願い致しま	
	 す。結婚記念日祝い有難うございます。
長谷川春一	 幾太郎さん回復良かったですね。本日は	
	 磯島さん、イニシエーションスピーチ頑	
	 張って下さい。台湾へ行かれた方、ご苦労	
	 様でした。
奥墨元治	 板橋 RC 訪問の皆さん、大変お世話にな	
	 りました。
岡本忠美	 磯島さん、スピーチ宜しく。また、本年	
	 最終のニコニコご苦労様です。
名嘉山博喜	 磯島さん、スピーチ楽しみにしておりま	
	 す。今年もクリスマス例会を含め、2回	
	 となりましたが、皆様お体に気を付けて	
	 下さい。

磯島会員、本日のスピーチ宜しくお願い致します。
台湾板橋 RC訪問の皆様、ご苦労様です。

幾太郎さん、例会復帰おめでとうございます。
榎本君子　八木久治　永井　悟　八木橋 実　池上良久
西袋秀雄　八木橋賢一　野村眞一　渡辺一利　金子耕治
宮沢武史　大野末壽　植野正裕　市ヶ谷輝男　渡辺正文

・〜・〜・Anniversary・〜・〜・
12 月の結婚記念日祝（敬称略）　

熊 木 幸 雄 　　市 ヶ 谷 孝
都 丸 勇 夫 　　大 崎  昇
金 子 篤 徳 　　榎 本 君 子
八木橋幾太郎   　　磯 島 栄 一

の代理として、法律行為が出来るようになりました。
　その改正作業に最も力を入れていた方が埼玉県にい
らっしゃいまして、その方に研修会でお会いした時に、
お誘いを受け、私も勉強会などに参加して法改正の動
きに協力させていただいたりもしました。
　そのようにして、現在、司法書士は成年後見という
仕事も請け負っており、それ以外にも同業者の中には、
多重債務者の過払い金の返還手続きや破産手続きをし
ている方もいらっしゃいます。私は積極的にはやって
おりませんが、そのような仕事もしております。
　以上、簡単ではありますが私の職業についてお話し
をさせていただきました。ご清聴有難うございました。
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第 2310 回例会報告　　
例 会 日：2011 年 12 月 19 日（月）
会　　場：戸田市文化会館
開会点鐘	 城戸重子会長
ロータリーソング	 それでこそロータリー
行　　事	 結婚記念日祝い
会長挨拶	 城戸重子会長
幹事報告	 榎本浩子幹事
委員会報告	 各委員会
卓　　話	 会員スピーチ「私の職業について」
		  磯島栄一会員
		  （磯島司法書士事務所 所長）
閉会点鐘	 城戸重子会長

	 会 長　城戸重子
　皆様こんにちは。この会場での
例会は、今日が今年最後となりま
す。次の例会は浦和ロイヤルパイ
ンズホテルで、クリスマス例会が
行われます。今年最後の例会とな
りますので、是非ご家族とご一緒
に、大勢の方に出席していただきたいと思っています。
　今日は台湾板橋クラブ訪問のご報告をさせていただ
きます。先週申し上げましたように、12月 14 日から
16日までの 2泊 3日、総勢 11名の会員で、板橋クラ
ブを訪問してまいりました。
　15日の例会の時、私がクラブを代表して義援金を戴
いたお礼を申し上げ、感謝状と記念品を贈呈致しました。
　夜のパーティーの席では、国際奉仕委員長の赤塚さ
んから、次の姉妹クラブ締結式を、戸田クラブの 50
周年の年に行うことをお願いしていただき、李 明川会
長様から、理事会で決定しているというお返事をいただ
いて来ました。
　私たちが滞在した三日間、板橋クラブの会員と奥様
方には大変な歓迎を受け、お世話になりました。空港
へのお迎え、その夜の歓迎パーティー、例会参加、そ
の夜の歓送パーティー、そして帰国時の空港での見送
りまで、至れり尽くせりのおもてなしを受けました。
お国柄とはいえ、そのおもてなしの一つ一つから、温
かい心づかいが伝わってきました。私たちが何をしに
行ったのか、分からなくなる程の歓迎を受けました。
　パーティーの時、隣に座っていただいた方は、姉妹
クラブ締結時の会長さんで、チャーターメンバーでも
ある廖 金順さんで、79 歳ということですが大変お元
気な方でした。締結時の戸田クラブ会長、中村先生の
ことを懐かしそうに話しておられました。
　右隣の方は、今回の訪問について色々とコンタクト

会長挨拶 を取っていただいた、7代目会長の洪 学樑さんで、日
本に嫁いでおられる娘さんは、大宮市に住んでおり、又、
息子さんも大阪で仕事をしておられるという方です。
お酒もあまり召し上がらず、物静かな方で、食事の時
も料理の取り分けまでお世話して下さいました。チャー
ターメンバーの周 徳傅さんも 84 歳になられたそうで
すが、お迎えから見送りまでお顔を見せて下さり、何
度も握手をして下さいました。私も三度目の台湾訪問
で、何人かのお顔は覚えておりましたが、中々顔と名
前が一致しませんでした。今回は、会長さん、幹事さ
ん、国際奉仕委員長さん、歴代の会長さんなどとお話
しすることが出来、50周年には是非、戸田クラブにお
出かけ下さるようお願いしました。参加された皆さん
も、それぞれのテーブルで和気藹々と交流され、和や
かで楽しそうな様子でした。50周年の時にはしっかり
お迎えしなくてはと自分に言い聞かせております。
　板橋クラブの皆さんはカラオケがお好きで、それも
ほとんどの方が日本の歌を日本語で上手に歌われます。
75歳以上の方は日本の教育を受けられたと言うことで
日本語を話される方が多いのは分かりますが、若い奥
様方も日本語や手話の勉強をされているそうです。若
い会員も増えているようで、板橋クラブからは、大変
元気で活気のある雰囲気が伝わってきました。
　バスで通った街は、車とバイクがあふれ、人口密度
の高さが目に見えるようでした。建設中の高速道路、
地下鉄なども目に付き、まだインフラの整備は続いて
いるようです。街並みの看板の乱雑さはちょっと気に
なりました。それでも広い川が街の中を流れ、緑豊か
な山も多く、バスガイドさんは、台湾は宝の国ですと
言っておりました。
　明るく親切で、大らかな台湾の方とお付き合いした
三日間は、私も心の底から楽しい気分になれた三日間
でした。諸先輩方が築いて下さった友好の絆を、少し
は深めることが出来たのではないかと思って、帰って
参りました。

	 幹 事　榎本浩子
１．第 2530 地区（福島）ガバナー根本一彌様より義	
　　援金のお礼状が届いております。
“貴クラブからいただいた貴重な義援金は、被災者の支
援をはじめ、地区内クラブの存続、地域の復興のため
に有効に使わせていただきます。
　今後ともご支援ご協力を賜りますよう宜しくお願い
申し上げます。”（抜粋）
２．タイ洪水被害に対する義援金のお礼状が、地区社	
　　会奉仕委員長 池畑秀夫様より届いております。
　　・当クラブより 5万円を送金
　　・地区合計 89万 2427 円をラタクル会へ送金

幹事報告

◆ご 報 告	 会長ノミニー　金子洋太郎
《2013-14 年度幹事について》
　皆様こんにちは。私の年度の幹
事として、先日、日坂敦夫会員に
お願いをしましたところ、快くお
引き受け頂き、次々年度幹事とし
て一生懸命努めてまいりたいというお返事をいただき
ました。日坂さんがお見えになった時に、改めて皆様
にご挨拶をしていただきたいと思います。

◆国際奉仕委員会	 委員長　赤塚光朗
　先般、台湾板橋 RC の訪問では
皆様大変お世話になりました。
　ガバナー公式訪問でのクラブ協
議会でも話題にあがりました、今
後の台湾板橋 RC とのお付き合い
について、戸田 RC で行っているカンボジアへの井戸
寄贈事業などをご紹介し、飲み会等での交流だけでは
なく、何かこれから共同事業を行っていくことは出来
ないかとご提案をさせていただいたところ、板橋 RC
でもそのようなことをやりたいと思っていたという反
応をいただくことが出来ました。
　外国の方と意思疎通を図りながらやっていくのはな
かなか大変なことだろうと思いますので、すぐにとは
いかないかもしれませんが、今後、そのような話が出
てくるかもしれません。今回の訪問で、姉妹クラブと
しての交流が、少し深まったように感じております。

◆親睦活動委員会	 委員長　渡辺一利
　来週は平成 23 年最後の例会
です。クリスマス家族例会には
ご家族をお誘い合わせの上、沢
山のご出席をお待ちしておりま
す。よろしくお願い致します。

委員会報告

会員スピーチ

私の職業について

磯島司法書士事務所
　　　　所 長　磯島 栄一

　皆様こんにちは。私は 2008 年 6 月、赤塚会長年度
に入会させていただきました。仕事は、司法書士をやっ
ておりますが、よく行政書士と言われたり、あるいは
会計が詳しいだろと言われたりします。会計は全くの
素人で、一般的な税金の知識は持っていますが、税金
の申告は税理士さんにお願いしておりますので、その
辺はお間違えの無いようにお願い致します。
　司法書士とはどんな仕事をしているのかというと、
一般的には不動産登記や会社の登記の代理をしており
ます。皆様は不動産を昔からお持ちの方が多いので、
今更買うという方はあまりいらっしゃらないとは思い
ますが、不動産購入時に私どもが立ち会いまして、書
類が全部揃っていて、間違いなく名義変更が出来るか
どうか確認し、お伝えした上で代金のお支払いをして
いただくという仕事をしております。
　不動産というものは、車よりも高いものが圧倒的に
多く、中には 5億円、10億円という単位のものもあり、
本当にこれで大丈夫なのか？と自分に言い聞かせてし
まう時があるくらい、緊張してしまう時があります。
そのせいか、同級生に比べると最近白髪が増えてきた
ように思います。しかし、顔の見た目は童顔ですので、
26歳で起業した当時には、実際にお客様に会いに行く
と「本当にお前で大丈夫なのか？」という顔でよく見
られてしまっていました。
　そして、不動産の仕事の他に、十数年ほど前から「成
年後見」という仕事が司法書士の仕事に加わりました。
これは、完全に寝たきりであったり、自分で意思表示
が出来ない状態になっている方の代わりに法律行為を
行う仕事です。本人の判断能力が不十分だとされると、
書類等が揃っていても売買が認められず無効になって
しまいます。その為、司法書士業界でも、かなり昔か
らその問題について議論が繰り返されていました。
　昔は、相続人全員からハンコを貰っておいて、相続
人全員から了承が出ていれば本人に判断能力が無くて
も手続きを行っていたりもしたのですが、やはり億単
位のものになると「本当にそれで良いのか」という話
になり、一部の司法書士で法務省に掛け合って、司法
書士の間では、そういった問題が前から常日頃あると
いう事、無効な売買を実質的には行っているという事
を投げかけました。そうしたところ、法務省が民法改
正に着手して下さいました。
　そして、成年後見人制度というものが生まれ、本人

姉妹クラブ、台湾板橋 RC
訪問風景


